
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

神 明 南 地 区 保存版 
令和５年  月 

足立区まちづくり課 

■神明南地区まちづくりに関するお問い合わせ先 

都市建設部 まちづくり課 東部地区係（足立区役所 南館４階） 
担 当 國井、辻村 
電 話 ３８８０－５４４１（直通）  ＦＡＸ ３８８０－５６０５ 
Ｅﾒｰ ﾙ  machi@city.adachi.tokyo.jp 

 

神明南地区のまちづくり 検索 

 

ま ち づ く り ニ ュ ー ス 

都市計画道路補助第１０９号線沿道では、拡幅事業にあわせて、燃えない・

燃え広がらないまちの実現に向け、延焼遮断帯の形成を目指しています。 

このたび、新築・建て替え時に建物を建てる際のルールが変わりました。 

 

補
１
０
９ 

安心 

 
建物を建てる際のルールが変わりました！！ 

   

 
補助第１０９号線の沿道３０m 区域

の 

これまでの経緯など詳しくはこちらからご確認

いただけます。 

１ ４ 

変更２ 「用途地域等」の内容 

 

【燃え広がらないまちのイメージ（延焼遮断帯の形成）】 
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【用途地域等変更区域】 
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北
綾
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駅 

この地図は、東京都知事の承認を受けて、東京
都縮尺 2,500 分の 1 の地形図を利用して作成
したものである。 
(承認番号)3 都市基交著第 57 号 
(承認番号)3 都市基街都第 188 号、 
令和 3 年 9 月 14 日 

 神明南地区 

地区計画区域 

 用途地域等 

変更区域 

 補助第１０９

号線 

 

【変更後の用途地域等】 

 

区域 ① ② ③ 

用途地域 近隣商業地域 第一種住居地域 準工業地域 

建蔽率 ８０% ６０% ６０% 

容積率 ３００% 

高
度
地
区 

最高 第３種高度地区 

最低 最低限度高度地区 

防火･準防火 防火地域 

 

統
一
し
ま
し
た 

 

 

変更１「地区計画」 →２～３ページ 

変更２「用途地域等」→ ４ ページ 

詳細は中面へ 

 

補助第１０９号線の沿道３０ｍの

区域では、地区計画区域外も一体的

に、変更２「用途地域等」につい

て、下記の通り変更しました。 

 

１ 利便性向上のため 

用途地域を第一種低層住居専用

地域、第一種中高層住居専用地域

から第一種住居地域に変更しまし

た。そのため、建てられる建物の

種類が増えます。 

 

２ より高い建物を建てる

ため 

（１）建蔽率５０％を６０％に変更

しました。 

（２）容積率１５０％、２００％を

３００％に変更しました。 

（３）高度地区の最高限度を第２種

から第３種に変更するととも

に、新たに最低限度高度地区を

指定しました。そのため、７ｍ

以上の建物を建てていただく必

要があります。 

 

３ 燃えにくい建物を建て

るため 

準防火地域を防火地域に変更し

ました。そのため、建築コストが

上がります。 
 

 
 

 

 
 

 

 

別添資料２ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

変更１ 「地区計画」の内容 

 

壁面の位置は道路境界 

から０．６m 以上離す 

【地区計画区域図】 
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地区計画区域 

 幹線道路 

沿道地区Ｂ 

 補助第１０９

号線 
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 この地図は、東京都知事の承認を受けて、東京
都縮尺 2,500 分の 1 の地形図を利用して作成
したものである。 
(承認番号)3 都市基交著第 57 号 
(承認番号)3 都市基街都第 188 号、 
令和 3 年 9 月 14 日 

 

 

 
 

 

 

これからは、１２ｍ以上の建物

も建築できます。 

１２ｍ これまで 

 

１ 幹線道路沿道地区Ｂの
変更概要 

神明南地区地区計画範囲内の補 

助１０９号線沿道３０ｍ区域に、

新たな地区区分「幹線道路沿道地

区Ｂ」   を設定し、（１）、

（２）のルールを追加、変更しま

した。 

（１）住環境保全のため 

ア 用途の制限の追加 

（Ｐ３・３・①） 

（２）延焼遮断帯形成のため 

ア 容積率の最高限度の変更 

       （Ｐ３・３・②） 

イ 建蔽率の最高限度の変更 

      （Ｐ３・３・③） 

ウ 高さの最高限度の廃止 

      （Ｐ３・３・④） 

   

２ その他の変更概要 

（１）地区計画全域で【容積率の最

高限度】における特定行政庁の

許可による適用除外規定は廃止

しました。 

（２）地区施設の配置、他の地区区

分におけるルールの変更はあり

ません。 

 
 

 

 

 

屋根・外壁等の色彩は落ち着 

いた色合い、屋外広告物は安全 

性を確保したものにしてください。 

⑦ 形態又は色彩その他の意匠の制限 

 

生け垣又は
フェンスと
する 

０．６ｍ 

ブロック塀
の場合 

敷地 敷地 道路 道路 

道路に面した垣又は柵は、 

生垣又はフェンスとします。 

⑧ 道路に面した垣又は柵の構造の制限 

 

  

壁面の位置と道路境界線までの距離 

の最低限度は０．６ｍとします。 角地部分では 

見通しの空間と 

して、底辺２ｍ 

の二等辺三角形 

の部分を確保し 

ます。 

道 路

道

路

道路状の見通し
空間として確保
する部分

0.6m

道 路

０．６ｍ 

⑥ 道路境界からの壁面の位置の制限 

分割する場合、敷地面積は最 

低８３㎡以上とします。 

70㎡ 

170㎡ 

100㎡ 

⑤ 分割時の敷地面積の最低限度 

地区計画に適合すれば建蔽率 

６０％まで利用できます。 

５０％ 

５０％ 

６０％ 

４０％ 

５０％   ６０％ 

③ 建蔽率の最高限度 

ホテル又は旅館は建築できま 

せん。 

① 建築物等の用途の制限 

   地区計画のルールに適合すれば 

容積率３００％まで利用できます。 

② 容積率の最高限度 

 

３F 
 
１F 

６F 
 
 
 
１F 

１５０％   ３００％ 

④ 建築物等の高さの最高限度 

 

３ 建物を建てる際のルール 

幹線道路沿道地区Ｂにおける建物を建 

てる際のルールは、以下のとおりになり 

ます。 

 
   

建て替え時のルールを 

守っていただき、より良

いまちづくりにご協力お

願いします！！ 

 

【建物を建てる際のルール箇所図】 

① 建築物等の用途 

の制限 

② 容積率の最高限度 

③ 建蔽率の最高限度 

④ 建築物等の高さの 

最高限度 

⑤ 分割時の敷地面積の

最低限度 

⑥ 道路境界からの壁面

の位置の制限 

⑦ 形態又は色彩その他

の意匠の制限 

⑧ 道路に面した垣又は

柵の構造の制限 

 

 

道路 


